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ホームドアの更なる整備促進に向けた提言 

（ホームドア整備に関するＷＧ） 
 

 鉄道駅のホームドアは、ホームにおける転落・接触事故やそれに伴う

列車遅延を大きく減少させる効果を有する。ホームドアの整備について

は、視覚障害者の累次の転落死亡事故や国の補助制度の創設を契機とし

て、首都圏や地下鉄を中心として進展しており、多くの利用者の安全・

安心に貢献している。 
 
 本ＷＧは本年３月から検討を始め、今後のホームドア整備に向けた考え

方等について、学識経験者、視覚障害者団体、消費者団体の参画の下、ホ

ームドアを取り巻く現状を分析するとともに、鉄道事業者からの意見聴取

や、利用者へのアンケートを実施し、議論を重ねてきた。ホームドアの整

備目標等については引き続き検討を深めていくこととするが、ホームにお

ける転落・接触等が依然として発生している状況に速やかに対応するため、

ホームドアの更なる整備促進に向けて、以下のとおり提言する。 

 

１．ホームドアの意義について 
 
○ これまで、ホームドアは視覚障害者のホーム転落を防止するための

設備として整備が進められてきた。一方、全国で年間 3 千件程度発生

しているホームにおける転落・接触等は、視覚障害者のみならず、一

般利用者においても多く発生している。 
 
○ また、アンケート調査結果によると、鉄道利用者（視覚障害者を含

む。）の多くは、ホームドアを視覚障害者のための施設にとどまらず、

さらに、全ての利用者のための施設であると認識している。 
 
○ これらから、ホームドアは視覚障害者等のためのバリアフリー施設

であるとともに、一般利用者を含めた全ての利用者の安全性の向上を

図るための施設でもあることを認識した上で、ホームドアの更なる整

備を推進していくことが必要である。 

 

２．番線に着目したホームドア整備について 
 
○ ホームドアの整備は、鉄道事業者等の取組みにより着実に進んでい

るものの、これまで優先整備の対象としてきた１日当たりの平均利用

者数が１０万人以上の駅については、コストや車両の扉位置が揃って

いない等の課題から整備済み駅数が１２３駅／２７９駅（２０１８年

度末時点）となっており、引き続きその整備を鋭意推進していくこと

が求められている。 



            

 
○ さらに、１０万人以上駅には複数の番線があり、番線に着目したホ

ームドアの整備状況については、整備済み番線数が３５３番線／１２

１９番線（２０１８年度末時点）に留まっている。 
 
○ そのため、今後は番線ごとの整備状況にも着目して、計画的にホー

ムドアの整備を促進していくことが必要である。なお、優先整備を行

う番線の考え方については、引き続き本ＷＧにおいて駅や番線の利用

実態等を分析し、従来からホームドア整備の課題となっている車両扉

の統一等の技術的困難さ、停車時分の増大等のサービス低下、膨大な

投資費用等の課題を踏まえた上で、整理を行っていくこととする。 

 

３．軽量型ホームドア等の整備促進について 
 
○ ホームドア整備には、ホームドア本体費用、設置費用のほか、ホー

ムの補強費用等を要し、一駅当たり数億円から十数億円にのぼる費用

がかかり、普及に当たっての大きな課題となっている。 
 
○ 現在、安全性に十分配慮しつつホームドア本体の設備費用及びホー

ムの補強費用を低減させる、新たなタイプの軽量型ホームドア等が実

用化されつつある。このため、更なるホームドアの普及・展開に資す

るものとして、軽量型ホームドア等の整備を促す政策的誘因の検討を

行っていくことが必要である。 

 

 

国、地方自治体、鉄道事業者等には、提言を踏まえた、ホームドアの整

備促進に向けた一層の取組みを期待する。 
 
なお、番線ごとの整備の推進に当たっては、視覚障害者に対してホーム

ドアの有無の誤認を与えないよう、ホームページ掲載、駅構内放送等によ

る各番線のホームドアの設置状況等の情報提供を行うなどの配慮が求め

られる。 
 
また、新たなタイプのホームドアの実用化に当たっては、事前に視覚障

害者の意見を聴取するとともに、導入に当たっては、視覚障害者の不安を

解消するため、ホームドアの形状、動作等の情報に関して、事前に十分な

周知に努めることが求められる。 


